
 

 ２０１４年６月実績概要（メモ）  

（２０１４．７．１７） 

１．生 産 動 向                              

イ）エチレン ４８３，３００トン  
 前 月  比      ▲８．８％ （▲ ４６，９００トン） 
 前年同月比      ▲ ６．９％ （▲ ３６，１００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９１．４％→当月 ９３．０％←前年同月８５．６％ 
定修プラント：前月 ２社２プラント→ 当月 ３社３プラント←前年同月 ２社２プラント 

  

ロ）主な石油化学製品 
前月比では、日数の減少とともに定修の集中期にあたり、LD、PP、PS、SM、塩ビ樹脂、塩ビモノ

マー、EO、EG、ベンゼン、キシレンなどの１４品目でマイナスとなった。BR、トルエンなどの３

品目はプラスとなった。 
前年比では、主に定修規模差等から LD、PP、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、EO、EG、ベンゼン、キシ

レンなどの１１品目がマイナス。HD、PS、MMA モノマー、SBR、トルエンなどの６品目はプラス

となった。 

 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比は、日数の減少と定修規模の増加等から LD、HD、PP、PS の４樹脂揃ってマイナス    

となった。 
前年比では、主に定修規模差から LD、PP はマイナス。HD、PS は稼働要因等からプラス     

となった。 
ロ）国内出荷 

前月比では、ゴールデンウィーク休暇があった前月に比べ、営業日数が増加したこともあり、LD、

HD、PP、PS の４樹脂揃ってプラスとなった。 
前年比は、ポリエチレンでは主力のフィルム分野の出荷のマイナスが続いているが、当月は射出成

形分野等での出荷増加もあり、ほぼ前年並みの出荷となった。PS は包装分野等の出荷の増加から

プラスとなった。PP は主用途の射出成形分野向けの出荷減少もありマイナスとなった。 
ハ）輸    出 

アジア域内の需要に関しては依然として改善はみられていない。当月は前月比で LD、PP でプラ

ス。前年比では HD、PP がプラスとなった。 
ニ）在    庫 

在庫量は、LD、HD、PP、PS で減少した。在庫率(季節調整済）では LD、HD、PP、PS で僅かな

がら上昇した。在庫水準としては、LD、PP は高め、HD、PS はほぼ適正水準となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ▲ ３．２％ －  
 定修要因等 ▲ ７．３％ ▲ １０．２ ％ 
 能力増減 ▲ ０．４％ ▲  ６．２ ％  

 稼働率変動 ＋ ２．１％ ＋  ９．５ ％  
 生産増減率 ▲ ８．８％ ▲   ６．９ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
５月末 ６月末 

L D ▲１７，７００ ３．３ ３．５ 

H D ▲ ２, ０００ ２．５ ２．６ 

P P ▲６６，２００  ２．８ ２．９ 

P S  ▲ ５，４００ １．２ １．３ 


